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円
山
の
野
外
音
楽
堂
に
着
い
た

と
き
は
、
雨
も
止
み
、
日
も
射
し
て

き
ま
し
た
。
舞
台
の
看
板
は 

「
生

か
そ
う
憲
法 

守
ろ
う
９
条
」 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
タ
イ
ト
ル
は
、「
戦

争
で
は
な
く
平
和
な
く
ら
し
を
」 

１３

時
半
開
会
。
憲
法
９
条
京
都
の

会
代
表
世
話
人
の
長
谷
川
秀
俊
さ

ん
の
開
会
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し
た
。

政
党
か
ら
は
、
社
会
民
主
党
・
新
社

会
党
・
日
本
共
産
党
・
れ
い
わ
新
選

組
の
代
表
が
登
壇
し
て
連
帯
の
挨 

拶
を
述
べ
ま
し
た
。 

            

 

b
@
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記
念
講
演
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

・
朝
日
新
聞
編
集
委
員
の
高
橋
純

子
さ
ん
。
題
し
て
「
戦
後
・
被
爆
８０

年
、
戦
争
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
憲

法
生
か
し
て
平
和
を
つ
く
る
」。
高

橋
さ
ん
は
、
２
０
０
１
年
に
自
民
党

が
改
憲
草
案
を
出
し
た
時
の
朝
日

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
一
員

に
参
加
し
て
、
自
民
党
内
の
憲
法

勉
強
会
を
傍
聴
し
た
時
の
話
を
冒 

頭
に
紹
介
し
ま
し
た
。 

そ
の
中
で
自
民
党
議
員
か
ら
出

た
意
見
は
本
当
に
ひ
ど
い
内
容
ば

か
り
だ
っ
た
。
例
え
ば
「
男
は
男
と

し
て
の
力
を
出
し
て
欲
し
い
」
と

か
、「
現
憲
法
は
日
本
人
の
魂
を
否

定
し
て
い
る
」
と
か
、「
今
の
憲
法

は
押
し
付
け
憲
法
だ
か
ら
自
主
憲

法
を
制
定
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」 

等
々
で
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ク

ラ
イ
ス
み
た
い
な
感
じ
で
し
た
。

と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

高
市
総
理
は
教
育
勅
語
大
好
人

間
で
、
大
日
本
帝
国
憲
法
に
あ
こ

が
れ
を
抱
い
て
い
る
人
。
現
行
憲

法
の
民
主
的
条
項
の
す
べ
て
を
敵

視
し
て
い
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

男
尊
女
卑
。
家
父
長
支
配
の
家
族
。

天
皇
中
心
主
義
等
々
、
こ
れ
が
高

市
の
理
想
？ 

力
を
合
わ
せ
て
憲
法
改
悪
を
許

さ
な
い
運
動
の
構
築
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。 

こ
の
後
、
京
都
鬼
剣
舞
の
公
演
。

鬼
剣
舞
は
岩
手
県
の
伝
統
芸
能
で

す
が
、
会
場
で
鬼
剣
舞
が
観
ら
れ

る
と
は
、
宮
沢
賢
治
の
詩
「
原
体
剣

舞
連
」
を
眼
の
前
に
観
ま
し
た
。 

市
民
ス
ピ
ー
チ
で
は
、
い
ず
れ

も
横
断
幕
を
掲
げ
「
い
の
ち
の
砦
」

裁
判
と
訴
訟
の
報
告
。
祝
園
ミ
サ

イ
ル
保
管
庫
反
対
の
「
京
都
を
敵

基
地
攻
撃
の
前
線
基
地
に
し
な
い

た
め
に
」
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。 

集
会
ア
ピ
ー
ル
の
提
案
と
採
択

後
市
役
所
ま
で
の
「
憲
法
ウ
オ
ー

ク
」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

憲
法
違
反
の
敵
基
地
攻
撃
が
当

た
り
前
の
よ
う
に
跋
扈
し
、
米
中

戦
争
を
挑
発
す
る
事
が
「
日
本
を

守
る
こ
と
」
と
い
う
論
理
に
合
わ

な
い
恐
ろ
し
い
時
代
に
突
入
し
た

情
勢
の
中
で
の
憲
法
集
会
で
し
た
。

参
加
者
は
２
千
名
と
聞
き
ま
し
た
。 

 
 

 
      

（
大
橋
歳
彦
） 

 

我
が
家
の
玄
関
に
「
言
行 

一
致
」
の
木
板
書
が
あ
る(

こ
れ 

は
孫
が
書
い
た
も
の)

。
高
市
総 

理
が
誕
生
し
、
公
明
党
は
26

年 

間
の
連
立
か
ら
離
脱
し
た
。
公 

明
党
は
「
福
祉
の
党
」
と
言
っ 

て
き
た
が
、
こ
の
間
、
結
果
と 

し
て
自
民
党
の
社
会
福
祉
改
悪 

に
手
を
貸
し
て
き
た
「
言
行
不 

一
致
」
の
公
明
党
と
言
え
た
。 

▼
自
民
と
維
新
に
よ
る
連
立
政 

権
が
発
足
「
身
を
切
る
改
革
」 

が
維
新
の
看
板
だ
が
、「
二
枚 

舌
」
的
手
法
が
維
新
だ
と
い
え 

る
。
自
ら
身
を
切
る
と
い
う
な 

ら
、｢

政
党
助
成
金
」
こ
そ
返
上 

す
べ
き
だ
が
、
ガ
ッ
ポ
リ

７．８
億 

円(

10

月)

、
4

月
7

月
合
計 

１
６
．

4

億
円
も
国
民
の
税
金 

か
ら
貰
っ
て
い
る
▼
「
民
意
」 

と
は
、
国
民
の
意
見
や
要
望
が 

正
し
く
反
映
さ
れ
る
こ
と
。
自 

民
と
維
新
は
衆
院
議
員
の
定
数 

削
減
で
合
意
し
、
今
国
会
で
の 

成
立
を
狙
っ
て
い
る
、
戦
後
民 

主
主
義
を
根
底
か
ら
破
壊
す
る 

も
の
。
そ
の
狙
い
は
?
そ
の
先 

に
何
が
あ
る
の
か
、
見
抜
く
必 

要
が
あ
る
。     (

藤
原
克
東) 
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西
京
区
長
・
洛
西
支
所
長
に

提
出
し
た
１０

の
要
望
事
項(

年

輪
西
京
９
月
号)
に
つ
い
て
、
１０

月
22

日(

水)

懇
談
を
行
い
ま
し

た
。
支
部
長
と
支
部
委
員
６
名
が

参
加
。
区
役
所
か
ら
は
総
務
・
防

災
課
長
と
庶
務
係
長
が
対
応
さ

れ
、
文
書
で
回
答
が
あ
り
、
意
見

交
換
し
ま
し
た
。 

 

紙
面
の
都
合
で
回
答
の
概
要

の
み
紹
介
し
ま
す
。 

◇
北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
中
止 

 
 

A
「
地
下
水
へ
の
影
響
」「
建
設

発
生
土
へ
の
対
応
」「
工
事
車
両

に
よ
る
交
通
渋
滞
」「
市
財
政
へ

の
重
大
な
影
響
」「
文
化
・
歴
史

的
建
造
物
等
へ
の
影
響
」
を
は

じ
め
と
す
る
地
元
負
担
と
便
益

を
比
較
衡
量
す
る
。 

◇
敬
老
乗
車
証
制
度
元
に
戻
す 

 

A
制
度
対
象
者
や
若
年
層
を
対

象
に
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
、
見
直
し
後
の
制
度
内
容
に

つ
い
て
一
定
の
理
解
を
得
ら
れ
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
支
援
に
寄

与
し
て
い
る
こ
と
確
認
で
き
た
。

元
の
制
度
へ
戻
す
考
え
は
な
い
。 

 

 

◇
西
陵
中
学
、
竹
の
里
小
跡
地 

 

A
活
用
を
多
角
的
に
検
討
中
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い

な
が
ら
す
す
め
る
。 

 

◇
川
西
市
営
住
宅
跡
地 

 

A
都
市
成
長
戦
略
、
人
口
流
入

に
資
す
る
よ
う
早
期
の
活
用
に

向
け
取
り
組
む
。 

 

◇
市
立
芸
大
跡
地 

 

A
公
募
し
た
が
選
定
す
べ
き
事

業
者
な
か
っ
た
。
土
壌
汚
染
除

去
計
画
を
作
成
す
る
。
民
間
活

力
に
よ
り
洛
西
地
域
、
京
都
全

体
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
活
用

を
進
め
る
。 

◇
中
学
校
給
食
、
一
律
セ
ン
タ

ー
方
式
で
な
く
要
望
に
そ
っ
て 

A
全
市
給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
は
、

メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
と
判
断
。

令
和
１０

年
度
夏
休
み
明
け
か
ら

実
施
す
る
。 

◇
向
日
市
ア
リ
ー
ナ
住
民
説
明

会
の
開
催 

A
競
輪
場
敷
地
内
に
現
地
事
務

所
が
設
置
さ
れ
た
の
で
、
そ
こ

に
問
合
せ
を
。 

◇
樫
原
史
跡
公
園
ト
イ
レ
設
置 

A
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
き
史 

跡
に
指
定
。
発
削
工
事
は
困
難
。 

◇
物
集
女
街
道
千
代
原
口
以
南

歩
道
整
備 

A
水
道
管
更
新
工
事
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
後
歩
道
整
備

予
算
確
保
に
努
め
る
。 

◇
補
聴
器
の
公
的
補
助 

A
助
成
制
度
は
、
多
額
の
経
費

が
必
要
で
あ
り
、
直
ち
に
実
現

は
難
し
い
。
両
耳
装
用
効
果
が

真
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
２
個
支
給
適
用
。 

◇
住
民
税
非
課
税
限
度
額
の
引

き
上
げ 

A
限
度
額
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

国
の
動
向
を
注
視
す
る
。 

◇
公
的
施
設
使
用
料
金
値
下
げ 

A
西
口
会
館
、
桂
会
館
は
本
市

所
有
施
設
で
は
な
い
。
洛
西
４
会

館
、
値
下
げ
は
非
常
に
厳
し
い
。

ウ
ェ
ス
テ
ィ
利
用
料
値
下
げ
の

考
え
は
な
い
。 

◇
区
役
所
・
支
所
会
議
室
整
備 

A
東
庁
舎
貸
出
し
の
実
現
む
け

て
検
討
す
る
。
西
庁
舎
整
備
、
優

先
順
位
を
考
え
検
討
。
洛
西
支 

所
冷
暖
房
は
、
職
員
の
休
日
出

勤
が
必
要
で
あ
り
、
困
難
。 

 

示
さ
れ
た
回
答
に
対
し
て
、

参
加
支
部
委
員
か
ら
意
見
や
更

な
る
検
討
等
々
出
し
ま
し
た
。

今
回
の
回
答
を
ベ
ー
ス
に
、
一

つ
一
つ
の
要
望
に
つ
い
て
運
動

を
進
め
る
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。 

 

 

11

月
１０

日
に
は
交
通
局
と
の

懇
談
を
行
い
ま
す
。(

山
本
公
子) 

  

    
 

 
 

支
部
女
性
の
会
代
表 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
島
志
津
子 

 

１０

月
１５

日(

水)

吹
田
市
文
化
会

館
で
開
催
。
京
都
か
ら
１９

名
、
近
畿

一
円
約
２
０
０
名
の
参
加
で
、
大
変

賑
や
か
な
集
会
で
し
た
。 

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
指
笛
、
太
鼓

で
沖
縄
の
歌
と
踊
り
。
そ
の
後
大

阪
府
本
部
女
性
部
、
執
行
委
員
長
、

中
央
本
部
女
性
部
長
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。
記
念
講
演
は
中
田
進

氏
。「
戦
後
80

年
と
沖
縄
の
今
を
考

え
る
」
で
し
た
。
氏
も
歳
を
重
ね
歩

み
は
ゆ
っ
く
り
で
す
が
、
話
し
始

め
る
と
笑
い
と
ユ
ー
モ
ア
で
会
場

は
大
盛
り
上
が
り
、
あ
っ
と
い
う

間
の
時
間
で
し
た
。
満
州
事
変
か

ら
１５

年
戦
争
が
始
ま
り
、「
負
け
る

未
来
を
知
り
な
が
ら
日
本
軍
が
始

め
た
戦
争
」
で
国
民
に
は
知
ら
さ

れ
な
い
ま
ま
ア
ジ
ア
で
２
千
万
人
、

国
民
は
３
百
１０

万
人
の
命
が
奪
わ

れ
、
特
に
沖
縄
で
２０

万
人
死
亡
。
加

害
や
被
害
の
真
実
を
充
分
国
民
に

知
ら
さ
な
い
歴
史
や
政
治
の
仕
組

み
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
今
日
ま
で

戦
争
体
制
が
引
き
続
け
ら
れ
、
又

米
国
の
支
配
に
も
繋
が
る
こ
と
に

な
っ
た
。
今
ま
た
沖
縄
は
再
び
「
捨

て
石
」
に
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

と
の
お
話
し
で
し
た
。
終
わ
り
に

年
金
者
組
合
女
性
部
へ
の
期
待
を

話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
各
県
の
活
動
交
流
。
滋 

賀
県
女
性
部
は
9

月
14

日
支
部
で 

部
会
を
結
成
、
財
政
と
機
関
紙
の 

担
当
も
作
る
と
、
頑
張
っ
て
活
動 

さ
れ
て
い
る
の
が
目
に
見
え
る
よ 

う
で
し
た
。 

 

そ
の
後
は
合
唱
団
「
号
笛
」
の
う

た
ご
え
が
身
に
沁
み
ま
し
た
。
久

し
振
り
に
聞
く
「
人
間
の
歌
」
は
心

洗
わ
れ
る
思
い
が
し
ま
し
た
。 

「
女
性
の
つ
ど
い
」
の
旗
は
来
年
、

京
都
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。 

第
３１
回
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク 

女
性
の
集
い
in
大
阪 

皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
要
望 

区
役
所
と
懇
談
し
ま
し
た 

(２) 
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憲
法
２５

条
に
て
ら
し
て 

 

午
前
は
①
医
療
・
介
護
・
社
会

保
障
、
②
核
兵
器
禁
止
、
③
北
陸

新
幹
線
、
④
高
齢
者
の
生
き
が

い
、
の
４
分
科
会
が
あ
り
、
私
は

①
に
参
加
。
は
じ
め
に
保
険
医

協
会
の
中
村
暁(

さ
と
し)

さ
ん

が
報
告
。
先
の
参
議
院
選
挙
で
「

病
床
削
減
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬(

＝

市
販
薬)

の
保
険
か
ら
の
除
外
等

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
制
限
し
て
医

療
費
を
下
げ
る(

＝
保
険
料
を
下

げ
る)

と
い
う
議
論
が
さ
れ
た
が 

「
医
療
は
人
権
保
障
の
重
要
な

中
味
の
一
つ
で
あ
る
と
正
し
く

理
解
す
れ
ば
、
全
く
間
違
っ
て

い
る
」
と
論
じ
ら
れ
た
。(

憲
法

２５

条
「
健
康
で
文
化
的
な
最
低

限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
」
と 

「
こ
れ
を
保
障
す
る
公
的
な
責

任
」)

。 

 

次
に
京
都
生
活
と
健
康
を
守

る
会
田
中
章
一
さ
ん
が
、「
い
の

ち
の
と
り
で
裁
判(

＝
新
生
存
権

裁
判)

」
で
、
最
高
裁
が
「
保
護

基
準
引
き
下
げ
を
『
違
法
』
と
す

る
判
断
を
下
し
た
こ
と
を
報
告
。 

こ
こ
で
も
憲
法
２５

条
、
生
活
保 

護
法
３
条
「
健
康
で
文
化
的
な
最

低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
」
に

照
ら
し
て
国
の
生
保
行
政
が
厳
し

く
断
罪
さ
れ
た
。 

  

気
候
危
機
の
深
刻
さ 

午
後
の
全
体
会
で
は
気
候
ネ
ッ

ト
代
表
浅
岡
美
恵
弁
護
士
が
「
気

候
変
動
と
私
達
の
く
ら
し
、
立
ち

向
か
う
若
者
達
」
と
題
し
て
講
演
。

「
私
達
は
気
候
危
機
の
深
刻
さ
を

理
解
し
た
最
初
の
世
代
で
あ
り
、

そ
れ
に
対
し
て
何
か
で
き
る
最
後

の
世
代
で
あ
る
。
将
来
世
代
の
経

験
す
る
温
暖
化
は
、
今
の
選
択
に

か
か
っ
て
い
る
。
残
さ
れ
た
時
間

は
乏
し
い…

…

」
と
訴
え
ら
れ
た
。 

参
加
者
数
は
約
３
５
０
名
。
集

会
後
、
四
条
大
宮
ま
で
パ
レ
ー
ド

が
行
わ
れ
た
。 

 
(

大
野
研
而) 

     

    

  

陸
上
自
衛
隊
祝
園
分
屯
地(

京

都
府
精
華
町
、
京
田
辺
市)

で
の
弾

薬
庫
新
設
に
反
対
す
る
「
祝
園
全

国
集
会
」
が
１０

月
１９

日
、
曇
り
空

の
も
と
精
華
町
、
学
研
都
市
記
念

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国

か
ら
約
２
７
０
０
人
が
参
加
し
、
西

京
年
金
者
組
合
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
他
で
２３

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
の
「
安
保

３
文
書
」
で
敵
基
地
攻
撃
能
力
保

有
を
進
め
る
自
民
党
政
府
は
、
防

衛
力
強
化
計
画
に
基
づ
き
、
長
距

離
ミ
サ
イ
ル
な
ど
の
弾
薬
を
保
管

す
る
た
め
の
大
型
火
薬
庫
の
増
設

計
画
で
大
型
弾
薬
庫
を
１４

棟
新
設

す
る
増
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

祝
園
分
屯
地
は
８
棟
の
新
設
予
定

で
、
国
内
で
も
最
も
多
い
。
分
屯
地

周
辺
に
は
住
宅
地
が
多
数
あ
り
、

住
民
か
ら
も
強
い
、
不
安
の
声
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。 

   

   

『
全
国
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル
』
で
は
、

沖
縄
、
九
州
、
中
国
、
東
海
、
関
東

等
、
日
本
各
地
か
ら
平
和
を
求
め
、

戦
争
に
反
対
す
る
強
い
訴
え
が
あ

り
ま
し
た
。
地
元
京
都
か
ら
も
「
祝

園
ミ
サ
イ
ル
基
地
を
考
え
る
会
」「

宇
川
の
米
軍
基
地
建
設
を
憂
う
会
」

の
訴
え
が
寄
せ
ら
れ
、「
武
力
で
平

和
を
守
れ
な
い
」「
二
度
と
戦
争
は

御
免
だ
」
と
い
う
全
国
規
模
の
大

軍
拡
・
戦
争
準
備
に
反
対
す
る
大

集
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
(

市
村
恒
人) 

             

   

１１

月
７
日
、「
敬
老
乗
車
証
守
ろ

う
！
連
絡
会
」
に
よ
る
京
都
市
内

定
点
宣
伝
行
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

西
京
区
で
は
阪
急
桂
西
口
と
境

谷
大
橋
で
行
動
。
西
口
で
は
藤
原

支
部
長
、
境
谷
大
橋
で
は
福
西
学

区
細
川
晴
良
さ
ん
が
訴
え
ら
れ
ま

し
た
。 

 

 

          

敬
老
乗
車
証
制
度
を
元
に
！ 

西
京
区
の
高
い
バ
ス
代 

値
下
げ
を
！ 

バ
ス
の
便
を
増
や
し
て
！ 

ビ
ラ
も
沢
山
、
受
け
取
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た 

第
２４

回
京
都
高
齢
者
大
会 

１０

月
１８

日 

 
 

 
 

ラ
ボ
ー
ル 

祝
園
弾
薬
庫
増
設
許
す
な 

 

全
国
か
ら
２
７
０
０
人
参
加 

(３) 

「
敬
老
乗
車
証
制
度
、
元
の

制
度
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
」 
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女
性
の
会 

１４
回
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン 

秋
の
味
覚
、
勢
ぞ
ろ
い 

 
 

 
 

１０
月

２４
日 

 

 

              (女性の会) 

第 15 回 11 月 28 日(金)／第 16 回 12 月 26 日(金) 

一人暮らし、高齢の方、毎日が寂しい、お喋べりがしたい… 

どなたでも歓迎。10 時半～15 時です。 

◎ユーコート１０６号大橋照代宅◎昼食代５００円程度 

◎参加の方は事前にご連絡を 

大橋照代３３１-３２７３ 中須洋子３９４-６５４８ 

おしゃべりサロン 

第
４６
回
西
京
母
親
大
会 

 
 

１１
月
１
日 

洛
西
支
所
会
議
室 

〜新しい仲間～ 

組合に加入されました！ 

◎佐藤麻里子さん 

川島調子町 68-8 

◎由良ひろみさん 

 大原野西境谷町 2-9-22-103 

 

     

 

衣
笠
洋
子
さ
ん(
京
都
母
親
連

絡
会
事
務
局
長)

か
ら
、「
母
親
大

会
の
歴
史
を
知
り
、
母
親
運
動

の
意
味
を
改
め
て
考
え
よ
う
」

の
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

①
日
本
母
親
大
会
の
始
ま
り 

②
日
本
母
親
大
会
・
京
都
母
親

大
会
３０

年
ま
で 

③
今
日
の
課
題
「
母
親
が
変
わ

れ
ば
社
会
が
変
わ
る
」「
一
人
の

百
歩
よ
り
、
百
人
の
一
歩
」 

の
項
目
で
お
話
が
進
み
ま
し
た
。 

 
 

          

講
演
を
受
け
て
新
婦
人
の
方
の

司
会
で
「
母
親
大
会
の
思
い
出
」

や
「
こ
れ
か
ら
の
西
京
母
親
大

会
を
ど
う
し
て
い
き
た
い
か
」

等
の
意
見
交
流
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
日
本
母
親
大
会(

東

京)

へ
参
加
さ
れ
た
岡
本
さ
ん
と

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
参
加

さ
れ
た
赤
松
さ
ん
二
人
が
、
パ

ソ
コ
ン
や
写
真
展
示
等
で
、
参

加
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

交
流
の
場
で
は
、「
母
親
」
と

い
う
言
葉
に
と
ら
わ
れ
な
い
方

が
良
く
な
い
だ
ろ
う
か
。
若
い

人
を
誘
う
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
。
ア
ン
テ
ナ
を
は
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
要
求
を
聞
こ
う
。
そ
の

た
め
に
は
、
み
ん
な
が
集
ま
り
、

声
を
出
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
等
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

全
体
の
参
加
者
は
３０

名
。
年

金
者
組
合
か
ら
も
６
名
の
参
加

が
あ
り
、
年
金
者
組
合
女
性
の

会
２
名
が
受
付
を
担
当
し
ま
し

た
。 

 
 

 
(

池
島
三
千
江) 

   

       

今
回
は
武
さ
ん
宅
で
９
名
の
参

加
で
し
た
。
先
ず
は
ラ
ン
チ
を
頂

く
こ
と
か
ら
、
熱
々
の
餃
子
を
頬

張
り
ビ
ー
ル
も
少
し
頂
き
、
優
し

い
味
で
食
べ
や
す
い
ち
ら
し
寿
司

に
具
沢
山
の
味
噌
汁
、
グ
リ
ー
ン

サ
ラ
ダ
、
差
し
入
れ
の
カ
ボ
チ
ャ

の
煮
物
を
美
味
し
く
味
わ
い
ま
し

た
。
お
腹
も
膨
れ
て
き
た
の
に
又
、

差
し
入
れ
の
茹
で
栗
ス
イ
ー
ト
ポ

テ
ト
、
み
か
ん
、
リ
ン
ゴ
、
コ
ー
ヒ

ー
と
続
き
和
や
か
な
会
話
を
楽
し

み
ま
し
た
。 

T
男
さ
ん
が
同
世
代
の
話
に
関

心
を
も
た
れ
、
大
阪
の
「
田
園
」
に

通
っ
た
話
を
さ
れ
た
の
で
、
一
気

に
懐
か
し
い
歌
の
話
に
な
り
ま
し

た
、
そ
こ
か
ら
、
労
働
歌
や
青
春
の

歌
を
皆
で
口
ず
さ
み
合
唱
し
ま
し

た
。
私
の
知
ら
な
い
歌
で
し
た
が

感
心
し
な
が
ら
、
聴
か
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
今
回
の
メ
ン
バ
ー
は
何 

     

処
か
で
合
唱
の
サ
ー
ク
ル
に
参

加
さ
れ
て
い
る
方
が
６
名
い
ら
っ

し
ゃ
っ
て
、
情
報
交
換
を
し
ま
し

た
。 

 
 

芋
・
栗
・
ナ
ン
キ
ン
と
秋
の
味
覚

が
勢
ぞ
ろ
い
、
食
欲
の
秋
を
一
杯

た
の
し
み
ま
し
た
。
も
て
な
し
上

手
な
ご
夫
妻
の
お
陰
で
時
間
も
忘

れ
、
つ
い
長
居
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。 

 
 

 
 

(

増
田
貴
美
子)  

              

                             

(4) 
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１０

月

２７
日 

爽
や
か
な
秋
空
の
も
と 

１０
月
誕
生
会 

 
 

 

 

11 月お誕生日おめでとうございます 

右京 …疋田義一さん  松尾 …西田幸一さん 

桂徳 …有川知之さん  境谷 …今村英子さん 

宇治田原 …豊福良一さん   

11 月誕生会は、みなさんご欠席です 

ので、中止いたします。 

 

12 月お誕生日おめでとうございます 

松尾 …馬場滋子さん  桂東 …早見公夫さん 

松陽 …谷口亘之さん  上里 …塩見 修さん 

桂坂 …小島郁子さん   

新林 …小川裕子さん、北西 一さん、 

佐武志津子さん、廣岡富美子さん 

福西 …足立千秋さん、中山正紀さん 

◎誕生会 12 月 22 日(月祝)13 時半～ 

ほっこりサロン 

 

  
 

  
 

 
 

 

 

対
象
者
１１

名
の
う
ち
５
名
の

方
が
参
加
。
支
部
長
か
ら
お
祝

い
の
言
葉
と
共
に
、
22

日
の
西

京
区
役
所
と
の
懇
談
の
報
告
や

高
市
政
権
に
対
す
る
懸
念
が
。

そ
し
て
だ
か
ら
こ
そ
今
、
仲
間

増
や
し
を
と
の
呼
び
か
け
が
あ

り
ま
し
た
。 

介
護
保
険
を
利
用
し
て
い
る

お
二
人
か
ら
「
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん

た
ち
の
お
世
話
に
よ
り
、
毎
日

の
生
活
が
出
来
て
い
る
」「
米
寿

を
迎
え
る
が
、
今
出
来
る
事
を 

           

と
、
や
り
た
い
事
を
や
り
、
行

き
た
い
所
へ
も
行
っ
て
い
る
」

と
の
お
話
。
両
膝
の
人
工
関
節

手
術
を
し
た
方
か
ら
は
「
自
力

で
リ
ハ
ビ
リ
に
励
み
杖
な
し
で

歩
け
て
い
る
」
な
ど
、
皆
さ
ん
ご

自
分
の
生
活
を
大
切
に
し
て
過

ご
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
い
い
交

流
が
出
来
ま
し
た
。
介
護
保
険

の
利
用
に
つ
い
て
、
教
え
た
り

教
え
ら
れ
た
り
の
学
習
の
場
と

も
な
り
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う

間
に
時
間
が
過
ぎ
、
ケ
ー
キ
と

コ
ー
ヒ
ー
を
い
た
だ
き
、
丸
山

さ
ん
の
バ
イ
オ
リ
ン
で
秋
に
ま

つ
わ
る
３
曲
を
楽
し
く
歌
い
ま

し
た
。 

 
 

  
(

市
川
弘
子) 

  

楽
し
い
時
間
を 

過
ご
し
ま
し
た 

 
 

阿
部
い
ず
み 

 

10

月
生
ま
れ
の
女
性
５
人 

 

 
 

が
集
ま
り
ま
し
た
。
丸
山
さ

ん
の
バ
イ
オ
リ
ン
伴
奏
で
ハ

ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
を
歌
い

始
ま
り
ま
し
た
。
今
回
、
最
年

長
の
川
村
さ
ん
は
お
着
物
で
、 

と
て
も
素
敵
で
し
た
。「
両
膝
の
手 

術
を
し
て
、
と
て
も
予
後
も
良
い
。」 

と
の
話
や
介
護
の
話
も
さ
せ
て
頂 

き
ま
し
た
。 

 
 

 

秋
の
歌
を
歌
っ
た
り
、
ま
た
珍 

し
い
羊
羹
は
磯
の
香
り
が
し
て
美

味
し
か
っ
た
で
す
。
久
し
振
り
に

人
の
集
ま
り
に
出
て
、
楽
し
い
時

間
で
し
た
。
心
地
よ
い
疲
れ
を
感

じ
な
が
ら
送
っ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

年
金
者
組
合
の
方
々
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

            

 
 

 

    

          
 

  

 

 

     

          

               

    

  

        

(5) 

新春観劇の集い〜前進座 

「出雲の阿国」 

2026 年 1 月 7 日(水)京都劇場 

15 時半開演／１等席 6700 円 

ご希望の方は 

市川弘子 090-2199-2317 まで 
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年
金
者
組
合 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た 

  

    

 
 

 

谷
口
さ
ん
は
、
１
９
３
9

年
(

昭
和
１４

年)

１２

月
生
ま
れ
。
１

歳
の
時
、
第
2

次
世
界
大
戦
勃

発
。 

 

 
 

終
戦
後
ま
も
な
く 

 
 

 

農
産
物
の
買
出
し
に 

 
 

 
 

来
ら
れ
た
人
々
の
記
憶 

 

私
は
丹
波
の
田
舎
の
農
家
で
小

学
5

年
生
ま
で
過
ご
し
現
在
85

歳
で
す
。
私
の
田
舎
で
は
空
襲

と
か
、
戦
争
に
招
集
さ
れ
る
方

な
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
家

に
は
ラ
ヂ
オ
も
な
く
、
新
聞
も

無
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
従
っ

て
戦
時
中
及
び
戦
後
の
混
乱
期 

      

の
記
憶
も
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
終
戦
後
ま
も
な
く
す

る
と
京
都
や
大
阪
か
ら
毎
日
の
よ

う
に
農
産
物
を
買
い
出
し
に
来
ら

れ
た
人
々
の
事
を
は
っ
き
り
覚
え

て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
初
め
て
都
会
の
方
で
は 

空
爆
に
よ
り
街
が
破
壊
さ
れ
た
り
、

亡
く
な
っ
た
り
と
混
乱
し
、
正
常

な
社
会
活
動
が
出
来
な
く
な
っ
て

い
る
の
だ
と
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。 

日
本
各
地
へ
の
空
爆
。
大
阪
、
東
京
、

へ
の
大
空
襲
、
米
英
軍
の
沖
縄
上

陸
、
広
島
へ
の
原
爆
投
下
、
長
崎
へ

の
原
爆
投
下
、
に
よ
り
50

万
以
上

の
方
が
亡
く
な
ら
れ
降
伏
す
る
事

に
な
り
ま
し
た
が
、
勝
つ
見
込
み

も
無
い
の
に
な
ぜ
も
っ
と
早
く
敗

戦
を
認
め
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。  

多
く
の
方
々
の
犠
牲
で 

今
の
平
和
が 

 太
平
洋
戦
争
全
体
で
は
軍
人
、

民
間
人
、
あ
わ
せ
て
300

万
人
以
上

の
方
が
亡
く
な
り
、
こ
の
方
達
の

犠
牲
で
今
戦
後
80

年
間
を
平
和
に

迎
え
て
い
る
事
に
感
謝
な
ど
の
言

葉
で
は
到
底
表
せ
な
い
気
持
ち
で

す
。
今
後
も
戦
争
が
絶
対
に
起
こ

る
事
の
な
い
様
に
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
で
こ
そ
日

本
は
80

年
も
の
間
戦
争
は
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
そ
し
て
今
後
も
戦
争

は
し
な
い
と
思
い
ま
す
が 

戦
争

に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
は
な
い

と
は
い
え
ま
せ
ん
。 

太
平
洋
戦
争
以
前
に
は
、
第
二

次
世
界
大
戦
、
日
中
戦
争
、
日
露
戦

争
、
日
清
戦
争
、
等
多
く
の
戦
争
を

引
き
起
こ
し
相
手
の
国
を
占
領
し

現
地
の
人
を
殺
害
な
ど
、
さ
ん
ざ

ん
苦
し
め
て
来
ま
し
た
。
日
本
人

は
好
戦
的
な
人
種
な
の
で
し
ょ
う

か
？ 今

で
も
世
界
で
は
ロ
シ
ア
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
ハ
マ
ス
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
、
な

ど
戦
争
が
絶
え
ま
せ
ん
。
戦
後
80

年
も
経
つ
と
戦
争
の
悲
惨
さ
、
原

爆
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
い
る

人
々
も
だ
ん
だ
ん
と
少
な
く
な
り
、

今
各
地
で
語
り
部
な
ど
、
戦
争
の

悲
惨
な
体
験
を
伝
え
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
方
々
も
、
90

歳
以
上
の

方
々
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
う
長

く
は
活
動
し
て
い
た
だ
け
な
い
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
先
日
京
都
で

被
曝
2

世
、
3

世
の
会
が
あ
り
活

動
さ
れ
て
い
る
事
を
知
り
ま
し
た
。 

そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
被
曝
の

写
真
や
絵
画
の
展
示
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
う
し
て
次
に
伝
え
て

く
だ
さ
る
人
々
が
お
ら
れ
る
事
を

知
っ
て
、
心
強
く
お
も
い
ま
し
た
。 

今
後
、
誰
が
ど
の
様
に
し
て
戦

争
の
悲
惨
さ
を
伝
え
て
行
く
か
国

の
方
針
と
し
て
取
り
組
ん
で
行
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

      
 

          

新
し
い
サ
ー
ク
ル 

で
き
ま
し
た 

 
 

    
 

 
 

 
 

 
 

入
江
佳
寿
子 

 
 

行
先
は
毎
回
、
大
蛇
ケ
池
方 

面
や
大
原
野
神
社
、
花
の
寺
、
正

法
寺
等
、
小
畑
川
周
辺
の
散
策
が

中
心
で
す
。
時
に
は
桂
坂
方
面
ま

で
足
を
伸
ば
し
ま
す
。 

 

時
間
は
午
前
中
約
２

時
間
。 

昼
食
前
に
解
散
し
ま
す
。
希
望
者

だ
け
で
昼
食
を
し
ま
す
。 

雨
天
の
場
合
も
、
傘
を
さ
し 

て
歩
き
ま
す
。 

 

詳
細
は
１２

頁
サ
ー
ク
ル
案
内
を 

ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

          

戦
後
８０
年
を
語
る
〈
１０

〉 
私
の
戦
後
８０
年 

谷
口
亘
之(

松
陽) 

 

(6) 

「京都『被爆２世３世の会』」2012 年 10 月結成 

被爆２世で呼びかけ人の一人、井上哲士日本共産党参議院

議員(当時)は、「(母が)被爆体験を話してくれたのは私が30

歳を過ぎてからでした。直後の苦しみだけでなく、長い間

心の痛みも押しつける原爆の恐ろしさを実感しました。今

の政治が核兵器廃絶に背をむけているなか、今日を機に声

を上げていきたい」と。(「京都民報」より) 
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「
京
都
花
の
道
を
歩
く
」 

１０

月
例
会 

 

蓼
の
花
を
求
め
て…

 

 

  

ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ 

桃
山
・
吉
兆
山
登
山 

  

「
介
護
を
考
え
る
会
」 

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た 

  

サ
ー
ク
ル
活
動 

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

川
村
雅
美 

「
京
都
花
の
道
を
歩
く
」
こ
の

本
の
作
者(

松
本
章
男)

は
、
高
野

川
と
賀
茂
川
が
合
流
す
る
出
町

か
ら
出
発
し
て
い
ま
す
の
で
、

同
じ
よ
う
に
出
町
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 
 

蓼
の
花
は
私
た
ち
メ
ン
バ
ー

の
住
む
洛
西
地
域
に
は
道
端
で

よ
く
見
か
け
る
、
あ
り
ふ
れ
た

花
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
サ
ー
ク

ル
の
目
的
の
一
つ
が
、
本
の
作

者
の
道
を
歩
く
こ
と
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、
電
車
と
バ
ス
で
出

町
迄
行
き
、
高
野
川
の
散
策
道

に
出
ま
し
た
。 

 
 

京
都
生
ま
れ
の
、
京
都
育
ち

の
仲
間
が
い
る
の
で
、
何
の
迷

い
も
な
く
川
岸
に
出
ま
し
た

が
、
川
岸
も
中
洲
も
見
事
に
草

が
刈
ら
れ
束
ね
ら
れ
て
、
花
の

姿
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
方
な
く
、

し
ば
ら
く
上
流
に
向
か
い
歩

い
た
後
、
本
の
地
図
に
従
い
賀

茂
川
に
向
か
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
有
難
い
こ
と
に
高
野
川

か
ら
の
支
流(

派
川
？)

の
泉
川

に
出
合
い
、
な
ん
と
そ
こ
に
蓼

が
咲
い
て
い
た
の
で
す
。
ま
た
、

す
ぐ
近
く
の
町
屋
の
住
宅
に

も
蓼
の
花
が
咲
い
て
い
て
、
目

的
は
達
成
し
た
と
、
サ
ー
ク
ル

活
動
は
こ
こ
ま
で
で
終
了
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
勿
論
、

あ
と
の
食
事
や
糺
の
森
や
下

賀
茂
神
社
に
お
参
り
と
出
店

の
見
物
も
あ
り
ま
し
た
が
！ 

 
 

70

代
〜
９０

代
の
仲
間
に
は
、

こ
れ
で
十
分
な
活
動
で
し
た
。 

 
 

 

 

          

     

川
村
雅
美 

 

桃
山
・
吉
兆
山
の
山
々
は
退
職 

後
に
よ
く
歩
い
た
懐
か
し
い
コ
ー

ス
で
す
。
自
然
豊
か
で
静
か
な
尾

根
道
が
魅
力
で
す
。 

 

今
回
は
原
谷
か
ら
登
り
、
桃
山 

を
経
て
吉
兆
山
、
沢
ノ
池
へ
と
縦 

走
し
ま
し
た
。
途
中
、
眼
下
に
は
洛 

西
の
街
並
み
や
広
沢
池
、
比
叡
山 

も
望
め
、
秋
晴
れ
の
空
に
映
え
て 

い
ま
し
た
。 

「
年
輪
西
京
」
で
こ
の
企
画
を

知
り
、
懐
か
し
さ
に
誘
わ
れ
て
山

仲
間
と
参
加
。
リ
ー
ダ
ー
の
大
橋

さ
ん
の
配
慮
あ
る
ペ
ー
ス
と
適
度

な
休
憩
で
、
９０

歳
近
い
私
も
無
事

に
歩
き
通
せ
ま
し
た
。
サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
藤
原
さ
ん
の
温
か
な
見
守
り

も
あ
り
、
初
心
者
の
仲
間
も
安
心

し
て
楽
し
め
た
様
子
で
す
。 

７０

代
で
も
、
８０

代
で
も
こ
の
リ

ー
ダ
ー
な
ら
登
山
で
き
る
と
思
え

る
サ
ー
ク
ル
活
動
で
し
た
。 

 

               

か
っ
て
百
名
山
を
め
ざ
し
て
い

た
の
で
、
こ
の
山
々
は
、
約
十
年
ぶ 

り
の
再
訪
で
し
た
が
、
低
山
の
良 

さ
を
十
分
に
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。「
山
は
山
で
し
か
鍛
え
ら

れ
な
い
」
と
言
い
ま
す
が
、
年
齢
を

重
ね
て
も
、
山
の
魅
力
に
ふ
れ
ら

れ
る
こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
本
当

に
あ
り
が
た
く
安
心
し
て
登
れ
る

素
晴
ら
し
い
サ
ー
ク
ル
だ
と
実
感

し
ま
し
た
。 

   

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

市
川
弘
子 

「
介
護
を
考
え
る
会
」
の
第
2

回

目
を
、
１０

月
２３

日
ほ
っ
こ
り
サ
ロ

ン
に
て
６

名
の
参
加
で
開
催
し
ま

し
た
。 

「
会
」
の
代
表
と
チ
ュ
ー
タ
ー

は
大
野
研
而
さ
ん
（
新
林
）。
教
材

は
①
京
都
市
「
高
齢
者
の
た
め
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
・
す
こ
や
か
進
行

中
２
０
２
５
」
②
中
央
社
会
保
障
推

進
協
議
会
２
０
２
５
年
５
月
発
行

の
「
介
護
保
険
制
度
の
抜
本
改
革

提
言
」（
５０

円
）
を
使
用
す
る
。 

 

以
上
を
確
認
し
て
、
早
速
、
大
野

さ
ん
作
成
の
資
料
を
中
心
に
、
制

度
の
あ
ら
ま
し
を
学
び
ま
し
た
。

制
度
が
出
来
て
今
年
で
２５

年
。
3

年
毎
の
「
制
度
改
革
」
の
名
の
下
で

の
改
悪
に
次
ぐ
改
悪
に
、
一
同
改

め
て
怒
り
で
す
。
そ
れ
で
も
時
に

は
笑
い
も
交
じ
る
、
和
や
か
な
雰

囲
気
で
の
学
び
合
い
で
し
た
。 

次
回
等
、
詳
細
は
１２

頁
サ
ー
ク

ル
案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

(7) 
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綴
り
方
教
室
そ
の
五
十
三 

『
刃
』 田

中
康
晴(

松
尾) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   
 

 

   
 

我
が
家
に
武
器
が
あ
る
。
備 

 

 

州
長
船
盛
光
の
作
と
言
う
『
刃
』 

 

で
あ
る
。
文
化
財
保
護
委
員
会

の
認
定
書(

刀
剣
類
所
持
の
許
可

書)

も
あ
る
が
、
れ
っ
き
と
し
た

武
器
で
あ
る
。
終
戦
直
後
ヤ
メ

検
で
弁
護
士
を
し
て
い
た
伯
父

が
、
依
頼
主
か
ら
お
礼
に
貰
っ

た
物
だ
。
彼
に
子
供
は
な
く
、
私

が
貰
っ
た
。
大
事
に
は
し
て
い

る
。 

  
 

明
治
維
新
時
の
政
治
家
で
剣

術
化
の
斎
藤
弥
四
郎(

木
戸
孝
充

の
師)

は
言
っ
て
い
る
。『
刃
は
抜

か
な
い
為
に
あ
る
。
抜
か
な
か

っ
た
者
が
残
っ
て
い
る
。
新
選

組
に
近
代
日
本
の
指
導
者
は
い

な
い
。
』
と
。 

 
 

で
は
何
の
為
に
あ
る
の
か
。

そ
の
所
持
を
宣
伝
す
る
た
め
な

の
か
。
何
の
た
め
に
軍
拡
競
争

を
す
る
の
か
。
闘
わ
な
い
為
の

抑
止
力
だ
と
ま
こ
と
し
や
か
に

言
わ
れ
て
い
る
。
然
し
、
然
し
で

あ
る
。 

 

弱
い
つ
も
り
で
強
い
の
が｢

我｣ 

 

強
い
つ
も
り
で
弱
い
の
が 

「
根
性
」 

 

こ
れ
に
我
田
引
水
の
理
が
加
わ 

る
。
将
に
ト
ラ
ン
プ
そ
の
も
の
で 

は
な
い
か
。
抜
か
な
い
た
め
に
あ 

る
武
器
な
ら
特
に
持
た
な
く
て
い 

い
は
ず
だ
。
持
て
ば
使
い
た
く
な 

る
。
使
わ
な
く
て
も
作
れ
ば
儲
か 

る
。 

 
 

か
て
て
加
え
て
高
市
が
首
相
に 

な
っ
た
。
日
本
を
強
い
国
に
す
る 

と
言
う
。
若
い
層
が
そ
れ
に
期
待 

し
支
持
し
て
い
る
と
言
う
。
違
う
。 

違
う
。
君
が
、
彼
氏
が
、
徴
兵
さ
れ
、 

そ
の
武
器
を
使
い
、
人
を
殺
す
こ 

と
に
な
る
の
だ
。 

 

食
料
自
給
率
３０

数
%
、
エ
ネ
ル 

ギ
ー
源
は
殆
ど
な
い
。
こ
ん
な
日 

本
を
誰
が
、
ど
こ
か
ら
狙
う
の
か
、 

攻
め
て
く
る
の
か
。
安
保
三
原
則 

集
団
的
自
衛
権
行
使
で
、
こ
の
国 

を
ア
メ
リ
カ
の
先
進
基
地
化
し
て 

い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
国
は
そ 

ん
な
こ
と
で
強
く
は
な
ら
な
い
。 

軍
拡
は
基
よ
り
、
唯
一
の
被
爆
国 

で
あ
る
我
が
国
の
核
の
抑
止
力
の 

傘
の
一
翼
に
入
る
こ
と
も
加
速
す 

る
で
あ
ろ
う
。
あ
っ
て
は
な
ら
な 

い
。
抑
止
力
に
も
な
ら
な
い
。
核
保 

有
国
の
イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
戦
争
当 

事
者
で
は
な
い
か
。
作
っ
て
は
な 

ら
な
い
。
買
っ
て
は
な
ら
な
い
。
売 

っ
て
は
な
ら
な
い
。
倅
は
、
大
学
を 

卒
業
し
て
、
こ
こ
な
ら
武
器
を
売 

ら
さ
れ
る
事
は
な
い
だ
ろ
う
と
、 

水
産
会
社
に
就
職
し
た
。
外
国
相 

手
の
部
署
に
居
た
が
、
武
器
を
売 

ら
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
去
る
日
定 

年
を
迎
え
た
。 

 
 

さ
て
、
我
が
家
の
刃
は
ど
う
し 

よ
う
。
悩
む
。
Ｔ
Ｖ
の
「
お
宝
鑑
定 

団
」
に
で
も
応
募
し
て
み
る
か
。
そ 

し
て
い
い
値
が
付
け
ば
売
っ
て
し 

ま
う
か
。
然
し
、
買
っ
た
人
が
、
武 

器
と
し
て
犯
罪
に
使
え
ば
、
私
は 

そ
の
共
犯
者
に
な
る
か
。
そ
ん
な 

こ
と
は
無
い
だ
ろ
う
が
。
悩
む
。
悩 

む
。 

 

う
れ
し
い
報
告
で
す
。 

本
誌
前
月
号
の
「
私
の
戦
後
８０ 

年
」
の
私
の
記
事
の
中
で
追
記
と

し
て
、
立
命
館
大
学
が
、
そ
の
憲
章

を
改
正
し
、
学
生
運
動
等
を
禁
止

す
る
決
定
を
し
た
。
戦
前
回
帰
だ

と
書
き
ま
し
た
。
所
が
、
早
速
な
る

学
生
の
反
対
と
そ
れ
に
呼
応
す
る

教
職
員
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
等
の

反
対
運
動
が
起
こ
り
、
そ
の
中
で

そ
の
改
正
案
を
大
き
く
修
正
し
、

「
憲
法
の
自
由
と
民
主
主
義
、
反

戦
平
和
の
柱
」
が
守
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

学
生
達
の
武
器
な
き
闘
い
の
結

果
で
す
。
私
の
原
点
が
守
ら
れ
ま

し
た
。 

                 

          

      

         

    

(8) 

女性の会「望年会」 

12 月 12 日(金)11 時〜14 時半 

ほっこりサロン 

お弁当代 500 円(当日集めます) 

市川弘子さんから、サークル「介護

を考える会」のお話しを聞きます。 

支部・女性の会共催 

恒例 紅葉をみる会 
11 月 27 日(木)福西公園 11～14 時半頃 

豚汁あります。弁当・飲み物・敷物、お持ちください。 

前日 11 月 26 日 19 時 NHK 天気予報で、降水確率 50％

以上の場合、中止します。中止の場合は、LINE グループ「年

金者組合広場」に連絡します。 

参加される方には、「中止の件」をお伝え下さい。 

   

本誌 11 月号１ページ 

京都憲法集会…大橋歳彦さんの記事 

『京都鬼剣舞の公演』鬼剣舞は岩手県の伝統芸能。 

(この剣舞を見た)宮沢賢治の詩 

「原体剣舞連」(はらたいけんばいれん) 

こよい異装のげん月のした／鶏の黒尾を頭巾に飾り 

片刃の太刀ひらめかす／原体村の踊り手たちよ(以下略) 
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【当面の日程】 

11 月 17 日(月) 12 時半〜「年輪西京」等仕分け 

13 時半～第 10 回支部委員会ほっこりサロン 

11 月 25 日(火) 16 時～16 時半定例西口宣伝 

11 月 27 日(木) 11～14 時半紅葉をみる会 福西公園 

12 月 1 日(月) 10 時半〜女性の会 

 13 時半～第 11 回支部委員会ほっこりサロン 

12 月 12 日(金)11 時〜14 時半女性の会望年会ほっこりサロン 

12 月 15 日(月) 12 時半〜「年輪西京」等仕分け 

13 時半～第 12 回支部委員会ほっこりサロン 

12 月 22 日(月) 13 時半～12 月誕生会ほっこりサロン 

 

 

 

 

 

 

 

 

「お助けし隊」ご利用下さい 

●庭の草引き●部屋の掃除●布

団干し●不用品整理・廃棄処分

●買い物代行●電球交換●パソ

コンやスマホ操作●役所手続き

●話し相手●車での移送、等々

相談に応じます。 

＊気兼ねなく頼み頼まれるため

少額の謝礼(１時間につき 400

円～)と実費(交通費等)を頂きま

す。対応は原則２人で行います 

まずはご連絡下さい。連絡先： 

藤原克東（樫原☎391-0781） 

大橋歳彦（福西☎331-3273） 

市川弘子（桂川☎392-3717） 

山﨑治男（桂坂☎332-4753） 

 

 

 

訃  報 
鷲見 敏夫さん 78 歳(桂東)  2025 年 10 月 27 日ご逝去 

  

新宮 峰男さん 77 歳(境谷)    2025 年 11 月 11 日ご逝去 

      新宮峰男さんは 

2017～2018 年    西京支部事務局次長 

2019〜2025 年 11 月 西京支部事務局長 

を歴任されました。 

  

心から ご冥福をお祈り申し上げます 

 

 

 

 

毎月定例 25 日 

桂駅西口宣伝 
11 月 25 日(火) 

16 時～16 時半 

仲間増やしと年金制度改善宣伝と

ビラの配布、署名を行います。暖

かくして、ご参加ください。 

 

 

「投稿」のお願い 
短歌・俳句・川柳・エッセイ・絵画・写真等、

投稿お待ちしております。支部委員又は下記へ 

◎メール山本公子 

ushitora1947@gaia.eonet.ne.jp 

◎電話山本公子 090-8208-4437 

 

ご意見ご感想もお寄せください。 

 

                             

                       
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

  

                             

                             

                             

(9) 

年金署名 

11 月 5 日現在 88 筆 

 

「西京秋まつり」でバザー出店 
今年の西京支部総会で、「支部財政確立のためのカンパ、物品販

売を行う」ことを確認しました。 

11 月 9 日境谷会館で開催された「秋まつり」でバザーとお煎

餅の販売を行いました。出店料・お煎餅仕入れ費を差し引き、 

９871 円の収益となりました。物品提供下さった組合員の皆様、

当日お手伝い頂いた組合員の皆様にお礼申し上げます。ありがと

うございました。 

引き続きお煎餅残 38 個を完売し、収益を増やします。 

年金フェスタ(16日)の参加呼びかけと年金署名を訴えました。

署名は 16 筆集まりました。 

mailto:ushitora1947@gaia.eonet.ne.jp
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小島志津子 

原口 薫 

谷口良子 

                             

                             

                             
 

    

11

月
４
日
、
年
金
者
組
合
京
都

写
真
サ
ー
ク
ル
で
奈
良
に
て
撮
影

会
を
行
い
ま
し
た
。
室
生
寺(

女
人

高
野)

、
大
野
寺
、
長
谷
寺
へ
と
行

き
ま
し
た
。
ど
こ
の
お
寺
も
階
段

ば
か
り
で
疲
れ
ま
し
た
。 

                   

高
齢
者
の
集
ま
り
の
写
真
サ
ー
ク

ル
で
大
変
で
し
た
。
１９

名
で(

女
性

４
名
・
男
性
１５

名)

統
一
行
動
す
る

の
は
大
変
で
す
。 

 

写
真
右 

長
谷
寺 

「
菊
回(

深
山
錦
秋)

」 

写
真
左 

室
生
寺 

 

「
カ
サ
の
シ
ナ
リ
オ
」 

 
 

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す 

                

 

  

ギ
ャ
ラ
リ
ー 

 

阿部いずみ 

神田保弘 市川弘子 

(10) 

と
っ
て
お
き
の
１
枚 

 
 

 
 

山
田
喜
彦(

松
尾) 
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読
者
文
芸 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

 

俳
句 
三
句 

 

義
弘 

 

断
捨
離
の
古
き
ア
ル
バ
ム
秋
思
か
な 

信
濃
路
や
山
粧
ひ
て
白
き
尾
根 

晩
秋
や
犬
も
日
向
へ
散
歩
道 

 
 

 

俳
句 

三
句 

 

野
原
み
か 

 
 

 
 

  

初
梨
や
切
る
笑
顔
み
た
よ
な
青
空
よ 

 

プ
ー
ル
行
く
身
も
心
も
浮
く
山
も
み
じ 

 

物
価
高
夢
の
事
だ
と
な
ら
ぬ
か
な 

 

川
柳
の
会 

今
月
の
題 

「
糸
」 

 信
頼
の
糸
切
れ
不
快
眠
ら
れ
ぬ 

 
 

 
 

 
 

一
美 

か
ら
み
あ
う
心
の
糸
よ
胸
苦
し 

 
 

 
 

 
 

一
美 

糸
た
ぐ
り
夢
路
さ
ま
よ
う
旅
急
ぐ 

 
 

 
 

 

一
美 

嬉
し
い
ね
も
し
も
し
だ
け
の
糸
電
話 

 
 

 
 

陽
子 

毛
糸
玉
売
る
ほ
ど
あ
る
が
物
出
来
ず 

 
 

 
 

陽
子 

あ
ら
不
思
議
釣
糸
垂
れ
て
瞑
想
中 

 
 

 
 

 

陽
子 

ガ
ザ
地
獄
支
援
の
糸
切
る
ネ
タ
ニ
ヤ
フ 

 
 

 

杜
撰 

戯
れ
る
二
羽
の
蝶
に
も
赤
い
糸 

 
 

 
 

 
 

杜
撰 

長
生
き
に
糸
引
く
食
べ
物
必
需
品 

 
 

 
 

 

杜
撰 

ひ
と
か
せ
の
糸
を
巻
き
取
る
母
と
娘 こ

と 
 

 
 

白
夜 

糸
電
話
襖
は
さ
ん
で
声
潜
め 

 
 

 
 

 
 

  

白
夜

冬
近
し
友
と
毛
糸
屋
見
栄
を
張
る 

 
 

 
 

 

白
夜 

鍋
物
に
何
は
と
も
あ
れ
糸
こ
ん
に
ゃ
く 

 
 

 

美
夜
生 

ほ
ど
か
ず
に
何
と
か
正
す
毛
糸
技 わ

ざ 
 

 
 

 
 

美
夜
生 

 

「
糸
」
と
い
う
歌
詞
か
ら
よ
め
る
み
ゆ
き
像 

 

美
夜
生 

  

川
柳
の
会
自
由
題 

 長
生
き
の
意
欲
そ
が
れ
る
認
知
症 

 
 

 
 

 
 

一
美 

後
わ
ず
か
心
の
華
を
咲
か
せ
た
し 

 
 

 
 

 
 

一
美 

秋
が
来
た
過
ぎ
ゆ
く
月
日
旅
急
ぐ 

 
 

 
 

 
 

一
美 

も
は
や
過
去
祖
母
の
形
見
の
糸
巻
き
が 

 
 

 
 

陽
子 

顔
み
れ
ば
思
い
出
繋
が
る
同
窓
会 

 
 

 
 

 
 

陽
子 

金
木
犀
あ
き
ら
め
た
頃
匂
い
立
つ 

 
 

 
 

 
 

陽
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

民
意
切
る
議
員
削
減
独
裁
化 

 
 

 
 

 
 

 
 

杜
撰 

兵
器
誇
示
平
和
は
逃
げ
て
い
く
ば
か
り 

 
 

 
 

杜
撰 

 

大
谷
の
ニ
ュ
ー
ス
で
充
電
す
す
む
家
事 

 
 

 
 

杜
撰 

夏
が
過
ぎ
秋
は
飛
ば
し
て
冬
支
度 

 
 

 
 

 
 

白
夜 

 

人
間
と
地
球
の
寿
命
は
反
比
例 

 
 

 
 

 
 

 

白
夜 

 

体
重
を
測
っ
て
食
欲
な
く
す
秋 

 
 

 
 

 
 

 

白
夜 

最
悪
が
ま
た
も
更
新
首
相
選 

 
 

 
 

 
 

 

美
夜
生 

 

ア
メ
リ
カ
の
野
球
が
好
き
な
日
本
人 

 
 

 
 

美
夜
生 

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
減
量
を
し
て
で
も
上
手
く
な
る 

美
夜
生 

 

     

                            

(11)  

ダンスサークル・フレンド 

毎水曜日中級 A クラス 14 時～14 時 55 分 

   中級 B クラス 15 時～15 時 55 分 

     専 科    16 時～16 時 55 分 

毎金曜日初級クラス  10 時～10 時 55 分 

2900 円+100 円(保険料)＝3000 円 

中京区因幡町 112-4 盟親会議室 1F 

指導 竹中貫一先生 上山範子先生 

竹中貫一先生  

☎ 090-1440-5480 

西京支部 ハイキングクラブ 第 114 回例会  

洛西・沓掛山(414.6m) 

日時１２月９日（火）８時４０分  

洛西・境谷大橋バス停（南側ローソン前）集合 

市バス西５/８時５６分発  

桂坂中央行きに乗ります。 

コース：洛西＝桂坂小学校前下車－日文研前－東

展望所－西展望所－沓掛山－西展望所－

野鳥公園－桂坂小学校＝洛西 

参加希望の方は大橋歳彦までご連絡下さい。 

TEL090-5052-9239 または LINE で。 

 

 

 

サークル案内 
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卓球サークル 

〜楽しく汗を流しましょう〜   

12 月 4/11/18(木)13 時～15 時  

向日市民体育館 １時間 200 円 

 

 

ニット手作りサークル 

〜編みたいものを編んでおしゃべりする会～ 

12 月 2 日(火)10 時～12 時 

西京区役所中会議室 

各自、編みたいものをお持ちください 

 

 
絵手紙教室 〜初心者の方に丁寧に指導～  

12 月 4 日(木)13 時半～ 

 区役所中会議室 講師謝礼 1 人 500 円 

指導 清原巳治先生 

小島志津子 ☎/FAX 331-7042 

 

お茶の会 

〜一緒に初歩のお茶を楽しみましょう〜 

裏千家茶道お稽古 濃茶と薄茶・お菓子   

12 月 3 日／1７日(水)13～16 時半  

参加費 1500 円 小島郁子宅(桂坂) 

小島郁子 ☎ 090-7097-3946 

  

民謡の会『華』 

〜民謡を 唄って 喉、嗄れる～ 

1２月 4 日(木)、18 日(木)13 時半～15 時半  

ユーコート集会所  参加費 1000 円(１回)  

指導 伊藤隆先生 

山田政広 ☎/FAX 332-0016 

 

 

川柳の会 

〜日頃の生活を五七五にたくします～ 

11 月 28 日(金)13 時半～15 時半 

会場 西京区役所中会議室 お題は『冬』 

小島志津子 ☎/FAX 331-7042 

井上美智子ﾒｰﾙ 1188michiko@gmail.com 

 

 

サークル案内 

釣り同好会 

12 月、1 月は休会とします。5 月、6 月には 

琵琶湖畔に小鮎釣りに行きます。今年は 5 月上旬

には、そこそこ釣れましたが、本番に入った途端

に全く釣れなくなりました。来年こそは、爆釣を

期待し体調管理をしながら釣行できるようにスタ

ンバイしましょう。 

問合せ 藤原 090‐7344-9334 

(12) 

年金者組合西京「うたうなかまたち」 

12 月 8 日(月)13 時半〜15 時ほっこりサロン 

アコーディオン伴奏 青木実さん 

参加費 500 円 

山田喜彦 ☎090-8385-5380 

 
「花の道を歩く」 

十二月例会(紅葉の道を歩く)24､25 章 

12 月 21 日(日) 京都植物園 

阪急桂駅 10 時集合 

問合せ 川村雅美 090-5123-1009 

 
美術・芸術に気軽に触れるサークル 

 

問合せ 市川弘子 090-2199-2317 

    山田喜彦 090-8385-5380 

 

介護を考える会 

11 月 28 日(金)13 時半〜15 時ほっこりサロン 

参加希望の方は、前日午前中までに下記にご連絡 

ください。 

参加費１回 200 円(会場費・資料代) 

世話人 服部 080-1422-3997 

    市川 090-2199-2317 
年金者組合ウォーキング 

毎月第 1・2・4・5 金曜日 10 時〜12 時 

集合：10 時／境谷センターバス停 

 

問合せ 入江佳寿子 090-9714-2414 

 


